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2025年度の定時社員総会において、新理事会が発
足し、全国助産師教育協議会の会長に就任いたしま
した。どうぞよろしくお願い申し上げます。
現在は、札幌医科大学専攻科助産学専攻にて教育

を担当しており、これまで専門職大学院でも教育経
験があります。当協議会の活動としては、天使女子
短期大学で助産師養成に関わっていた助手時代より
会員校の一員として定時社員総会や全国研修会に出
席させて頂き、先輩諸姉の活動から勉強をさせて頂
きました。2017～2018年度には、組織強化委員会担
当理事となり、会員確保のためのリーフレット作成
および、当協議会の活動マップの作成、助産師教員
のキャリアラダーの見直し、当協議会入会の意義を
明らかにするための会員対象の調査を行いました。
当時の会議形態は、参集一択でしたので、北海道の
教育機関の教員に委員会の構成員になって頂き、活
動に取り組みました。2019～2020年度は、会計担当
理事を拝命いたしました。馴染みのない会計用語に
奮闘しつつ、赤字会計に悩みました。2020年 3 月に
は当時、護国寺にあった東京都助産師会館から現在
の四谷への事務所に移転しました。折しも日本中、
世界中でコロナパンデミックとなり当協議会の活動
にも大きく影響し、公益社団法人としての財務基準
判定において黒字で不適合となった激動の年でした。
2023～2024年度は、庶務・総務担当の副会長として
活動しました。協議会の活動の拠り所となる定款や
規程を確認し対応を検討すること、各省庁へ出向き
要望書を提出する等の経験をさせて頂きました。こ
の先に、よもや会長という役職を拝命するとはまさ
に想定外であり夢にも思っておりませんでした。役

員選挙で選んでいただいたこと、そして理事会構成
員から会長に選出していただいたことに感謝し、そ
の重責を真摯に受け止め、全力で取り組む決意を新
たにしております。時代のニーズに敏感に応え、常
に「女性と共にある」助産師の育成に力を尽くして
まいります。
現在日本は、超少子化時代を迎え、高齢出産、ハ

イリスク妊娠・出産の増加、女性・家族のニーズの
多様化、産後うつやプレコンセプションケアの充実
などの女性の健康や妊娠・出産・子育てを巡る課題
は山積しています。このような中、助産師の役割に
対する社会からの期待は大きく、その職責を全うす
ることが求められています。女性の生涯を通しての
性や生殖にかかわる健康生活の援助に助産師独自の
機能を果たし、女性と家族の健康生活の質的向上に
寄与していける助産師の育成に資する環境づくりに
邁進していきたいと思います。
今年度は、当協議会の将来ビジョン2026を検討す

る重要な年となります。助産学実習（特に分べんの
取り扱い）と実習到達度を担保する取り組み、公正・
公平で質の高い助産学共用試験システムの構築、助
産師教員キャリアラダーをはじめ教育力の向上・保
証するための取り組みを検討・発展させていきたい
と考えています。助産師としての誇りと覚悟を受け
継ぎ、これまでの歩みに宿る知恵を見いだしてまい
ります。助産師の役割・責務を果たし、社会から、
女性から頼られる、必要とされる存在になるための
知恵を出し合い、考え続ける協議会を目指していく
所存です。今後ともご指導・ご協力を賜りますよう、
よろしくお願いいたします。
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社会から、女性から頼られ、
必要とされる助産師教育をめざして
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　記念すべき第50回全国研修会は、令和 6年11月 9 日（土）に、多職種連携の視点から 1名でも多くの方にご
参加頂くことを目的とし、2つの講演と 1つのシンポジウムを企画し、オープンなWEB開催といたしました。
1 ．研修受講状況
　研修会事前申込み人数：424名、研修会当日参加者人数：310名、職種別では、助産師：156名、助産・看護教員：
118名、看護師：7名、なし・不明：29名。修了証の発行数は、講演 1：207名、講演 2：208名、シンポジウム：
211名でありました。
2 ．研修会内容（テーマ）と講師
1 ）講演 1：こどもとこどもを支える人の健康「女性と頭痛」� 茨城県立医療大学　前学長　松村　　明先生
2）講演 2：多職種連携に必要なコミュニケーション力� 産業医科大学産業保健学部　教授　河村　洋子先生
3）シンポジウム
①助産師教育に活かす現場からの声－特別養子縁組の実際と助産師への期待－
� NPO法人代表Babyぽけっと代表　岡田　卓子先生
②乳児院における母子への支援から考える助産師の役割　
� 日本赤十字社医療センター付属乳児院　師長　柳村　直子先生
③助産師教育に活かす現場からの声－社会的養護の実際と助産師への期待
� 社会福祉法人　同仁会　児童養護施設　つくば香風寮 施設長（臨床心理士）　江原　勝久先生
④乳幼児の虐待防止のために助産師ができる診断とケア

� 認定NPO法人　チャイルドファーストジャパン（CFJ）理事長　山田不二子先生
3 ．アンケート結果

形式 テーマ 人数 大変有意義
だった 有意義だった あまり有意義

ではない
講演 女性と頭痛 211名 155名（73％） 52名（25％） 4名（2％）
講演 多職種連携に必要なコニュニケーション力 211名 130名（62％） 73名（34％） 8名（4％）

シンポジウム 助産師教育に活かす多職種の取り組み 211名 169名（80％） 42名（20％） 0名（0%）

1 ）講演 1 『最近、頭痛を抱えながら働く同僚や学生からの相談を受けることが多く、他の研修ではなかな
かテーマとなることがなかったため、勉強になりました。』、『最近慢性頭痛を訴えている妊婦さんと接し、
ガイドラインがあることを知り、観察の視点が細かく分かり勉強になりました。』
2）講演 2『助産師として、地域と関わり、他部門と関わるため連携が大事と思っていたが、“他部門”と
いう考えでなく“チーム”として考えることや、コミュニケーションのあり方など興味深かった。』、『教
育の中で学生間のコミュニケーションスキルを向上させる方法を理論に関連付けて学ぶことができた。』
3）シンポジウム『養子縁組、乳児院、児童相談所のことは知らないことが多くあり、何かできることをし
ていきたい。』、『虐待の現場について知り、医療職としてできることがたくさんあると感じた。』、『強いて
言うなら、少しだけ長くてもよかったと思いました。』、『助産師として病院や、地域の現場では知り得な
い貴重な機会で視座が変わる感覚がありました。』などがありました。

4 ．研修会総括　
今後の助産師教育に十分に活用でき、アンケート結果より研修の成果を得ることができました。シンポジウ

ムでは、参加者の「もっと聴きたい」、「時間が長くても」という学びのニーズが高く、時間配分等の課題は残
りました。しかし、プロジェクトメンバーのチームワークが大変良く、楽しみながら学びながら企画・運営が
できました。今後、様々な先生方に企画・運営の役割を担って頂く事により、さらに発展的で創造的な研修会
になると感じます。事前に、会員の皆様方の学びのニーズを調査することも今後の課題であると思いました。
皆様のご協力をもちまして、無事に開催できましたことを、こころより厚く御礼申し上げます。

関東甲信越地区
昭和医科大学助産学専攻科� 上　田　邦　枝

志　村　千鶴子（亀田医療大学）　　
島　田　智　織（茨城県立医療大学）

第50回　全国助産師教育協議会　全国研修会報告書
テーマ「こどもを中心とした社会をつくる多職種連携と助産師教育」
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2025年 6 月21日（土）・22日（日）に、第16回（通
算61回）の定時社員総会が札幌医科大学にて、対面
とWebのハイブリッドで開催されました。 6月21
日（土）の開会冒頭では、葉久真理会長より超少子
化による助産学生の分娩介助実習が困難な状況への
一方策として、各都道府県に基金として予算措置さ
れている助産学実習受け入れ施設に対する補助金の
活用について説明がありました。また、2030年のカ
リキュラム改正の基礎資料とするため、厚生労働行
政推進調査事業費補助金の交付を受け、当協議会で
助産基礎教育における臨地実習のあり方に関する研
究を実施することから、会員校への調査協力の依頼
がなされました。
続いて、ご来賓の文部科学省高等教育局医学教育

課看護教育専門官の加藤治実様から「看護系大学の
現状と課題～助産師教育の動向を含めて～」、厚生
労働省医政局看護課看護サービス推進室室長補佐
（併任）助産教育・業務推進専門官の内田愛子様か
ら「看護行政の動向と助産師教育への期待」、こど
も家庭庁成育局母子保健課母子保健指導専門官の齊
藤綾子様から「母子保健の動向と助産師の役割」に
ついてご講演いただきました。
総会議事では、議長に荒木奈緒氏（札幌市立大

学）、議事録署名人に安積陽子氏（三重大学）、木村
奈緒美氏（奈良県立医科大学）が選任されました。
正会員総数333名中会場出席は88名、議決権行使書
および委任状の提出は188名、合計で276名の出席が
あり、定款第30条に基づき総会が成立していること
が報告され、議案の報告・審議に入りました。2024
年度の事業報告として正岡経子副会長（総務）から
委員会等活動報告がなされ、続いて、関東甲信越地
区の清水清美氏（地区長総括）から 7地区の活動報
告、第50回全国研修会について関東甲信越地区昭和
医科大学上田邦枝氏（開催担当校）より報告を頂き
ました。次に決議に入りました。会計担当太田尚子
理事から2024年度収支決算の説明および渡邊典子監
事から監査報告がありました。また、正岡経子副会
長（総務）から役員選挙管理規程の一部改正（案）
について、最後に選挙管理委員会菱沼由梨委員長よ
り役員改選の結果として理事役員および監事役員候
補者について説明がありました。いずれも過半数を
もって異議なく承認されました。　
休憩の後、将来構想委員会担当の五十嵐稔子理

事より「コロナ禍後の助産学実習（分娩の取り扱
い）と実習到達度を担保するための取組みに関する
全国調査の結果報告」がありました。報告の後、分
娩期の到達目標達成に向けた分娩の取り扱い10回程
度のあり様について意見交換を行いました。会場か
らは、現在および今後の出生数や帝王切開率を踏ま
え、現実的な分娩介助実習を検討する必要性がある
ことや、新人助産師の卒後研修とのつながりの中で
助産学実習を検討してはどうかといった意見があが
りました。また、Web参加の方からはチャットを
通して、10例の分娩介助が出来た時の学生の仕上が
り度が大事である、10例程度は必要であり、正期産
以外など10例に含める対象者を拡大してはどうかと
いった意見が出されました。活発な意見交換が行わ
れ、引き続き皆様の意見を伺いながら検討していく
ことになりました。
6月22日（日）の 2日目は、新旧理事のご挨拶の

後、助産師教育の発展を目指した取り組みとして 3
つの講演がありました。まず、助産学共用試験実装
推進委員会担当の谷口千絵理事から当協議会の将来
ビジョンを具現化する活動の 1つとして「助産学共
用試験の取組みと今後の方向性」について説明があ
りました。次に組織強化委員会（国内・国際）の松
﨑政代委員長から助産師教員の教育力向上・保証を
図る対策の 1つとして「助産師教育の質保証と分野
別評価の必要性」について説明がありました。また
日本助産評価機構の江藤宏美理事から「助産師教育
の質保証と分野別評価の必要性」についてご説明頂
きました。続いて、ヘルシー・ソサエティ賞教育部
門受賞記念講演として、聖路加国際大学学長の堀内
成子先生より「学生と教員がいきいき輝く助産教育」
というテーマでご講演頂きました。
最後に、小川久貴子副会長が閉会の挨拶を述べ終

了いたしました。皆様のご協力に深く感謝申し上げ
ます。

2023－2024年度　全国助産師教育協議会副会長
札幌医科大学� 正　岡　経　子

2025年度　第16回（通算61回）
公益社団法人　全国助産師教育協議会定時社員総会報告
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助産学実習開始前の学生の質を全国一定水準に

担保するために、「Computer Based Testing: CBT」

の導入開始に向けた準備を進めている。下記が実施

概要である。

1 ．出題範囲（問題数・試験時間）
「望ましい助産師教育におけるコア・カリキュラ

ム2020年版」に分類されている 7つのカテゴリーを

2科目に再分類し出題。

科目 1（100問、100分）：「マタニティケア」

科目 2（50問、50分）：「助産師として求められる

基本的な資質・能力」「社会と助産学」「プレコンセ

プションケア」「ウイメンズヘルスケア」「マネジメ

ント・助産政策」「助産学研究」

2 ．出題形式
タキソノミーⅠ型（知識の想起）・Ⅰ’型（推定）

の多肢選択式問題。会員校の教員の協力を得て作成

したプール問題から150問をランダムに出題。問題

の質（難易度、良問か否か）は、項目反応理論で評価。

3 ．助産学CBTの基準点と合否判定
正答率 60％（90問正解）を基準点する。受験者

には試験終了後にPC上に得点が、養成校には各受

験者の得点が後日提示される。現在は、合否判定は

各養成校の責任者に一任しているが、令和 8年度以

降は運営移譲先の日本助産評価機構の判定基準に準

ずる。

4 ．実施場所・実施方法
各養成校にて、教員の監督下で集合形式で実施す

る。

助産学CBTは、臨地実習に出る助産学生、実習

を受け入れる臨床側においても、母子の安全を確保

する上で重要な意義をもつ。

全国助産師教育協議会（以下、全助協）では、助

産学共用試験の全国的な展開に向けて、体制整備を

進めている。ご存じのとおり、助産学のObjective 

Structured Clinical Examination（以下、助産学OSCE）

は、評価者やシミュレーターの準備を含む、人的・

物的資源の確保が不可欠である。

2025年 6 月10日現在、助産学OSCE評価者養成研

修は 6回開催され、会員校の教員139名が評価者と

して登録された。あわせて、学生を対象とした助産

学OSCEトライアルも、会員校 7校において実施さ

れた。

助産学OSCEの実施および運営は、受験する助産

師学生の所属機関が担うこととなっている。なお、

2028年度より、助産学OSCEの運営管理は、全助協

から日本助産評価機構へと移譲される予定である。

この移行に備え、トライアル期間中に実施や運営を

経験しておくことが強く推奨される。

助産師を目指す学生が助産学実習を開始する前

に、その能力を公正かつ客観的に評価し、質の高い

教育の保証につなげていくため、今後も会員校と緊

密に情報を共有し、協働して取り組んでいく。

大阪大学大学院
� 渡　邊　浩　子

天使大学大学院
� 藤　井　宏　子

助産学共用試験実施概要　①助産学CBT

助産学共用試験実施概要　②助産学OSCE
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私は約15年の臨床経験を経て教員としてのスター

トを切り、現在、教員 3年目の夏を迎えています。

臨床での最後の 3年間は、母校である札幌医科大学

で社会人大学院生として過ごしました。看護研究を

深く学び直したいという思いで進学した大学院でし

たが、その先に教員としての道があることは、当時、

漠然としかイメージしていませんでした。まさか自

分が母校で教員として働くことになるとは、思いも

よらない展開でした。

教員として働き始めた当初は、「学生には正しい

ことを伝えなければいけない」「教員なのだから間

違えてはいけない」「もっと上手に教えなければ」

といった考えにとらわれ、演習や実習に臨んでいま

した。しかし、多くの学生と関わり、また先輩教員

の指導場面を目の当たりにする中で、教育の主役は

学生であるという、当たり前のことに気づくことが

できました。私は教員が教育の主役であるかのよう

に捉えていたために、自らに過度なプレッシャーを

かけていたのです。

教員がすべてを手取り足取り教えるのではなく、

学生が自ら考え、学び、成長することを支援する。

これは、私自身が臨床現場で新人や同僚の指導に関

わっていた頃から大切にしていた姿勢でもありまし

た。

助産学生は、看護教育を経て助産師を志して学ん

でいる成人です。助産師として必要な知識や技術に

加えて、社会人に求められる責任感や、主体的に学

び続ける姿勢も育んでほしいと考えています。教育

の主役は学生であると捉え直すことで、私は学生自

身の能力や思考、判断を信じ、成長を待つ姿勢を持

てるようになりました。その結果、学生の思いがけ

ない魅力や、予想を超えた成長に出会う場面が増え

てきたと実感しています。

現在は、専攻科において 1年間の大半を占める助

産学実習が始まったところです。今年度は新たに担

当する実習施設に学生を引率しており、学生ととも

に緊張した面持ちで病棟に足を踏み入れました。一

方で、学生たちは初日から臨床指導者と良好な関係

を築き、頼もしい姿で実習に臨んでいます。彼女た

ちが自分の力を存分に発揮し、成長できる実習とな

るよう、私は黒子としてそっと見守り、必要なとき

に導けるような教育を実践していきたいと思いま

す。

札幌医科大学
保健医療学部看護学科/専攻科助産学専攻� 竹　内　彩弥香

“教える”から“見守る”へ
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第17回（通算62回）公益社団法人全国助産師教育協議会
定時社員総会開催のお知らせ

日　　程：2026年 6 月27日（土），28（日）

方　　法：WEB開催

＊詳細は、追ってHP、マンスリーメール等でお知らせします。

**************************************************************************

第51回全国助産師教育協議会研修会のお知らせ
日　　程：2026年 2 月14日（土）10時～15時

方　　法：WEB開催（Live配信）

テ ー マ：『助産師教育と防災力

　　　　　　　－母子を支える助産師の知と実践・災害に備える次世代教育－』

担当地区：東京地区

担 当 校：東京医療保健大学大学院（渡邊　香）

内容の詳細はHP、マンスリーメール等でお知らせしております。ご確認ください。

【担当校から】

近年、地震や風水害など自然災害の頻発や複合災害のリスクが高まる中、災害時における母子支援や避

難所でのケアに果たす助産師の役割はますます重要となっています。母子の安全確保や心身のケア、授乳

環境やプライバシーの維持、さらには被災者一人ひとりの背景や生活状況に寄り添った支援など、災害下

や避難所で求められる実践は多岐にわたります。

本研修では、特に地震発生時の避難行動の分析や母子支援の具体的な実践報告に加え、女性・ジェンダー

視点を踏まえた避難所運営の課題や改善策などを多方面から取り上げ、講演とシンポジウムを通じて共有

いたします。

災害対応に必要な知識や支援のあり方を再確認し、教育現場での防災教育や次世代育成に活かすととも

に、助産師教育に一層有効に取り入れられるよう準備を進めております。 参加費は会員・非会員を問わ

ず無料です。多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

― 6 ―
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日本赤十字社医療センターは東京都渋谷区に位
置し、 2次医療圏を中心に、東京都とその隣接県
からの母体・新生児搬送に対応している母体救命
対応総合周産期センターです。産後ケア事業は2019
年より、自施設で出産された 1か月以内の母子に限
定し、産科病床の一部を利用し事業を開始しまし
た。翌年からコロナ禍となり、産後ケア利用者は月
数件と利用者は増えず、分娩件数も減少の一途をた
どっておりました。自施設は、女性の産み育てる力
を引きだし、児の生きる力・育つ力を支え、母と子
に優しい出産環境を目指した支援型産科医療を基本
方針としています。そのため、医学的適応のない
硬膜外麻酔分娩の導入には消極的でした。少子化、
Covid-19パンデミックに加え、無痛分娩の常時対応
の体制整備が競合する近隣施設に比べ遅かったこと
も相まって、自施設の分娩件数は急激に減少し、経
営状況にも大きく影響を及ぼしました。分娩件数を
増やし、産科病床の稼働率を上げ、医業収入を増や
すことが喫緊の課題でありました。そんな最中の
2021年度「産後ケア事業」の実施が市区町村の努力
義務となりました。総合周産期センターとして、地
域医療ニーズに応えることはもちろん、自施設の経
営改善の一助になればと、産科の看護管理者、事務
部門と協力し産後ケア事業の拡大に取り組みまし
た。「自施設で出産した 1カ月までの母子」という
対象を「出産した施設は問わず、 4か月未満までの
母子」に拡大し、 4自治体と事業委託契約を結び、

産後ケア事業の拡充を図りました。
現在では、利用者の約 6割は自施設以外で出産し

た母子となりました。この取り組みにより分娩後
の心身の不調を抱える方、育児に不安を感じる方、
NICU退院直後で育児支援が必要な母子など、幅広
いニーズに応えることが可能となりました。また、
BFH認定施設である自施設が提供する母乳育児支
援へのポジティブな評価をいただく機会も度々あ
り、助産師のモチベーションになっています。一方
で、母体救命対応総合周産期センターとして、ハイ
リスクな母子を管理しながら、同時に産後ケア事業
を安全に実施しすることが、当面の課題であると感
じています。助産師は早期新生児の対応には慣れて
いますが、産後ケアを利用する多くは乳児であり、
病院保育士の協力も不可欠となってきています。乳
児期特有の事故防止対策を講じ、安全な管理体制を
整えることも喫緊の課題です。産後ケア事業は、核
家族化や社会互助意識の希薄化に伴う育児家庭の社
会的孤立による母親の心身の負担を軽減し、健やか
な育児の実践を支援することを目的とした事業で
す。施設にとって、決して収益性の高い事業とは言
えませんが、社会的には非常に重要な事業でありま
す。今後も地域・多職種と連携し、安全で質の高い
周産期医療・助産ケアを提供することはもちろん、
産後ケア事業にも尽力し地域社会のニーズに応えら
れる、周産期センターであり続けたいと思います。

日本赤十字社医療センター看護部　看護副部長　　
兼 周産母子・小児センター副センター長� 馬　目　裕　子

総合周産期センターにおける産後ケア事業の実際
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2024年度　第 1回理事会次第
日　　時：2024年 5 月19日（日）13：00～15：55
場　　所：全国助産師教育協議会会議室（ウェブ会議）
出席理事：葉久　真理、小川久貴子、正岡　経子、五十嵐稔子
　　　　　太田　尚子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、谷口　千絵
　　　　　永松　美雪、橋本　美幸（10名/10名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：藤井　宏子、井上　理絵（ 2名/ 2 名）
陪　　席：村上　明美（助産師教育研究センター長）

議事内容
Ⅰ．会長挨拶
Ⅱ．審議事項
1）庶務・総務
①2023年第 9回理事会議事録（案）
②�2024年第 1回・第 2回・第 3回・第 4回臨時理事会（メール
審議）議事録（案）
③個人会員入会・正会員入会・退会承認
④第15回全国助産師教育協議会定時社員総会議事冊子（案）
⑤�第15回全国助産師教育協議会定時社員総会運営スケジュール（案）
2）助産師教育研究研修センター運営委員会
①助産師教育研究研修センター実習指導者講習会規定改定検討
②2023年度助産師教育研究研修センター報告書
3）助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）
①助産学共用試験実施協力依頼
（2024年度CBTのみ募集）
②2024年度地区研修におけるOSCE評価者研修開催協力依頼
4）組織強化委員会
①助産師教員キャリアラダー・レベルⅢ認定制度規程（案）
5）会計
①第15回全国助産師教育協議会定時社員総会会計冊子（案）

Ⅲ．報告事項
1）将来構想委員会
①将来構想委員会報告書
・麻酔分娩調査報告
・「実習施設の確保に関するヒアリング」及び
　「コロナ渦の教育評価」
②近畿地区学生交流会
2）助産師教育研修研究センター
①助産師教育研究研修センター報告
3）教育検討委員会
①教育検討委員会報告
4）広報・社会貢献委員会
①広報社会貢献委員会報告
5）資格・専門能力委員会

①資格・専門能力委員会報告
6）助産学共用試験実装促進委員会（アドホックプロジェクト）
①助産学共用試験実装促進委員会（アドホックプロジェクト）報告
7）全国研修会
①令和 5年度全国研修会報告
・研修会参加者・視聴状況
・アンケート結果
・収支決算報告

8）助産師教育研修研究センター委員長
①助産師教育研修研究センター企画研修進捗状況

Ⅳ．その他
1）会長
①日本助産評価機構次期役員推薦
②The Princess Srinagarindra Award 2024受賞候補者推薦
③賛助会員の入会推進

2024年度　第 2回理事会次第
日　　時：2024年 7 月21日（日）13：00～15：00
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：葉久　真理、小川久貴子、正岡　経子、五十嵐稔子
　　　　　太田　尚子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、谷口　千絵
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：藤井　宏子、井上　理絵（ 2名/ 2 名）

議事内容
Ⅰ．会長挨拶
Ⅱ．審議事項
1）庶務・総務
①2024年度第 1回理事会議事録（案）
②2024年度第 5回臨時理事会（案）
③会員入会承認
④選挙管理委員会の設置
⑤自民党看護問題小委員会要望書（案）
2）助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）
①CBT作問研修「助産学共用試験CBT：Computer-Based testing」
②CBT作問
③委員 2名増員
3）組織強化委員会
①2024年度全国助産師教育協議会活動マップ（案）
②国際交流会開催時期について
4）会計
①旅費規程改定案
Ⅲ．報告事項
1）将来構想委員会

公益社団法人　全国助産師教育協議会
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①将来構想委員会報告
2）助産師教育研究研修センター
①助産師教育研究研修センター報告
3）教育検討委員会
①教育検討委員会の報告
4）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献委員会報告
5）資格・専門能力委員会
①資格専門能力委員会報告
6）助産学共用試験実装促進委員会（アドホックプロジェクト）
①助産学共用試験実装促進委員会（アドホックプロジェクト）報告
7）庶務・総務　総会担当校
①�第15回全国助産師教育協議会社員総会参加状況およびアン
ケート結果
②�第15回全国助産師教育協議会総会に関する運営評価および収
支報告

8）関東甲信越地区
①関東甲信越地区研修会開催

Ⅳ．その他
①日本助産実践能力推進協議会からの報告
②2024年度からアドバンス助産師の申請料
③2024年度助産学会の企画

2024年度　第 3回理事会次第
日　　時：2024年 9 月16日（月・祭日）13：00～15：50
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：葉久　真理、小川久貴子、正岡　経子、五十嵐稔子
　　　　　太田　尚子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、谷口　千絵
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：渡邊　典子（ 1名/ 2 名）
出席幹事：藤井　宏子、井上　理絵（ 2名/ 2 名）
陪　　席：村上　明美（助産師教育研究センター長）

議事内容
Ⅰ．会長挨拶
Ⅱ．審議事項
1）庶務・総務
①2024年度第 2回理事会議事録（案）
②会員規程の一部改正（案）
③賛助会員入会承認
④2025-2026年度役員選挙スケジュール
2）将来構想委員会
①�「コロナ後の分娩介助実習と実習到達度を担保するための取
り組みに関する実態調査」の調査項目について
②シミュレーションシナリオの広報：助産雑誌への記事掲載
3）教育検討委員会
①�202年度　助産師教育修了・卒業時の到達度自己評価に関す
る実態調査（案）

4）助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）

①追加予算
②評価者研修会
5）組織強化委員会
①2024年国際交流会企画と予算
6）会計
①2024年度助産学共用試験実装推進委員会
　（アドホックプロジェクト）追加予算の財源
②講演以外の作業時間分謝金上乗せ
7）共用試験テキストの技術内容に関する意見聴取

Ⅲ．報告事項
1）助産師教育研究研修センター
①ファーストステージ研修アンケート結果
②特定分野研修
2）教育検討委員会
①�助産師教育開始時における助産学生の看護技術到達度及び実
習状況に関する実態調査
②助産師教育修了・卒業時の到達度自己評価に関する実態調査
3）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献委員会報告
4）資格・専門能力委員会
①資格専門能力委員会報告
5）助産学共用試験実装促進委員会（アドホックプロジェクト）
①助産学共用試験実装促進委員会（アドホックプロジェクト）報告
6）助産師教育研修研究センター委員会
①助産師教育研修研究センターの進捗状況
7）組織強化委員会
①会員勧奨チラシ

Ⅳ．その他
1）会長より
①�「助産学実習受け入れ施設に教育・指導補助金を支給するため
の予算措置」として「地域医療介護総合確保基金」活用推進
②第20回ヘルシー・ソサイエティ賞受賞者
③「NPO法人ひまわりの会」からの依頼
④「共用試験」の使用許諾

2024年度　第 4回理事会次第
日　　時：2024年10月27日（日）13：00～15：00
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：葉久　真理、小川久貴子、正岡　経子、五十嵐稔子
　　　　　太田　尚子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、谷口　千絵
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：藤井　宏子、井上　理絵（ 2名/ 2 名）
陪　　席：村上　明美（助産師教育研究センター長）

議事内容
Ⅰ．会長挨拶
Ⅱ．審議事項
1）庶務・総務

© 2024 KOKEN CO., LTD.
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①2024年度第 3回理事会議事録（案）
②個人会員入会承認
③役員選挙における監事の候補者資格
④他機関から依頼の冊子等の送料負担
⑤各省庁への要望書案
2）助産師教育研究研修センター
①セカンドステージ研修規程の改定
②特定分野の実習指導者講習会の規程変更
3）助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）
①�プール問題公募啓発・応募促進事業作成・登録協力員の
CBT問題作成者の活用
②�助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）
の常設委員会への移行
③共用試験の名称
4）組織強化委員会
①2024年国際交流会の予算

Ⅲ．報告事項
1）将来構想委員会
①�「コロナ後の分娩介助実習と実習到達度を担保するための取
り組みに関する実態調査」の調査項目

2）助産師教育研究研修センター
①助産師教育研究研修センター報告
3）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献委員会報告
4）資格・専門能力委員会
①資格専門能力委員会報告
5）助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）
①助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）報告
6）関東甲信越地区
①第50回全国研修会（修正内容報告）

Ⅳ．その他
1）庶務・総務
①2024年度会員の入会状況
②2025年度事業計画（案）・予算（案）検討
2）会長より連絡／報告
①『共用試験』商標使用契約
②Princess Srinagarindra Award2024 受賞者報告
③ヘルシー・ソサイエティ賞授賞式・式典報告
④助産学実習に関する意見伺い
⑤保助看法第37条に関する意見伺い
⑥ICM会員協会の制作物に関する協定

2024年度　第 5回理事会次第
日　　時：2024年11月17日（日）13：00～15：10
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：葉久　真理、小川久貴子、正岡　経子、五十嵐稔子
　　　　　太田　尚子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、谷口　千絵
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄（ 1名/ 2 名）

出席幹事：藤井　宏子、井上　理絵（ 2名/ 2 名）
陪　　席：村上　明美（助産師教育研究センター長）

議事内容
Ⅰ．会長挨拶
Ⅱ．審議事項
1）庶務・総務
①2024年度第 4回理事会議事録（案）
②個人会員入会承認
③各省庁への要望書案
④2024年度地区長の開催
⑤2025年度事業計画（案）
2）会計
①2025年度予算（案）
3）将来構想委員会
①�望ましい助産師教育モデル・コア・カリキュラム改定案に関
する調査の内容や方法

4）教育検討委員会
①�助産師教育開始時における助産学生の看護技術到達・実施状
況に関する実態調査（案）

Ⅲ．報告事項
1）将来構想委員会
①調査の進捗と次年度の計画
2）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献委員会報告
3）資格・専門能力委員会
①資格専門能力委員会報告
4）助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）
①助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）報告
5）関東甲信越地区
①第50回全国研修会について
6）助産師教育研修研究センター委員会
①教育研修研究センター進捗状況報告

Ⅳ．その他
1）会長より連絡／報告
①日本助産評価機構（JIME）との打ち合わせ

2024年度　第 6回理事会次第
日　　時：2024年12月21日（土）13：00～15：00
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：葉久　真理、小川久貴子、正岡　経子、五十嵐稔子
　　　　　太田　尚子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、谷口　千絵
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：藤井　宏子、井上　理絵（ 2名/ 2 名）
陪　　席：村上　明美（助産師教育研究センター長）
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議事内容
Ⅰ．会長挨拶
Ⅱ．審議事項
1）庶務・総務
①2024年度第 5回理事会議事録（案）
②2025年度事業計画（案）
③2025年度全国助産師教育協議会社員総会日程（案）
④2024年度地区長会次第（案）
⑤助産師教育研修研究センター次期センター長
2）会計
①2025年度予算（案）
3）将来構想検討委員会
①麻酔分娩の調査の公表
4）助産師教育研修研究センター委員会
①助産政策論の開催チラシ
②2024年度助産学実習指導担当非常勤教員向け研修チラシ
③助産学実習指導担当非常勤教員向け研修の規程
④助産師教育ファーストステージ研修の規程
5）広報社会貢献委員会
①全助協NL97号
②WEB機関紙アドバンス助産師
①、②掲載内容、執筆者検討
6）その他
①オンライン会議におけるAIツールの利用

Ⅲ．報告事項
1）将来構想委員会
①�コロナ禍後の助産学実習（分べんの取り扱い）と実習到達度
を担保するための取り組みに関する実態調査

2）助産師教育研修研究センター委員会
①助産師教育研修研究センターの進捗報告
3）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献委員会報告
4）教育検討委員会
①助産師教育修了・卒業時の到達度自己評価に関する実態調査
5）資格・専門能力委員会
①資格・専門能力委員会の報告
6）助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）
①助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）報告
7）助産師教育研修研究センター委員会
①教育研修研究センター進捗状況の報告

Ⅳ．その他
1）会長より連絡／報告
①文科省・厚労省への要望書提出

2024年度　第 7回理事会次第
日　　時：2025年 1 月11日（土）13：45～16：00
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：葉久　真理、小川久貴子、正岡　経子、五十嵐稔子
　　　　　太田　尚子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、谷口　千絵

　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：藤井　宏子、井上　理絵（ 2名/ 2 名）
陪　　席：村上　明美（助産師教育研究センター長）

議事内容
Ⅰ．会長挨拶
Ⅱ．審議事項
1）庶務・総務
①2024年度第 6回理事会議事録（案）
②個人会員入会承認
③2025年度事業計画（案）
④2025年度
　全国助産師教育協議会社員総会日程（案）
⑤委員会運営規程の修正（案）
2）会計
①2025年度予算（案）
3）組織協会委員会
①助産師教員キャリアラダー・レベルⅢ認定制度規程（案）
②助産師教員キャリアラダー・レベルⅢ認定制度細則（案）

Ⅲ．報告事項
1）将来構想委員会
①�「コロナ禍後の助産学実習（分べんの取り扱い）と実習到達
度を担保するための取り組みに関する実態調査について」

2）助産師教育研修研究センター委員会
①助産師教育研修研究センターの進捗報告
3）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献委員会報告
4）資格・専門能力委員会
①資格・専門能力委員会の報告
5）助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）
①助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）報告
6）組織強化委員会
①国際交流会報告
7）助産師教育研修研究センター委員会
①今年度の教育研修研究センター進捗状況
8）第50回全国研修会
①第50回全国研修会報告

Ⅳ．その他
①役員選挙

2024年度　第 8回理事会次第
日　　時：2025年 2 月 1 日（土）13：00～14：26
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：葉久　真理、小川久貴子、正岡　経子、五十嵐稔子
　　　　　太田　尚子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、谷口　千絵
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：藤井　宏子、井上　理絵（ 2名/ 2 名）
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陪　　席：村上　明美（助産師教育研究センター長）

議事内容
Ⅰ．会長挨拶
Ⅱ．審議事項
1）庶務・総務
①2024年度地区長会議事録（案）
②2024年度第 7回理事会議事録（案）
③個人会員入会承認
④2025年度事業計画（案）
⑤2025年度全国助産師教育協議会社員総会日程及びフライヤー（案）
⑥日本助産学会学術集会共同企画希望募集
⑦日本母性衛生学会学術集会企画希望募集
2）会計
①2025年度予算（案）
3）助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）
①2025年度実習前助産学共用試験実習前助産学
　CBT実施協力のお願い
②2024年度助産学共用試験広報用チラシ（案）
4）助産師教育研修研究センター委員会
①2025年度ファーストステージ研修チラシ（案）

Ⅲ．報告事項
1）将来構想委員会
①�「コロナ禍後の助産学実習（分べんの取り扱い）と実習到達
度を担保するための取り組みに関する実態調査について」進
捗報告

2）助産師教育研修研究センター委員会
①助産師教育研修研究センターの進捗報告
3）教育検討委員会
①助産師教育修了・卒業時の到達度自己評価に関する実態調査
（進捗報告）
②助産師教育開始時における助産学生の看護技術到達・実施状
況に関する実態調査（進捗報告）
4）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献委員会報告
5）資格・専門能力委員会
①資格・専門能力委員会の報告
6）助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）
①助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）報告
7）助産師教育研修研究センター委員会
①教育研修研究センター進捗報告

Ⅳ．その他
1）日本看護協会賀詞交歓会参加報告

2024年度　第 9回理事会次第
日　　時：2025年 3 月 9 日（日）13：00～14：40
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：葉久　真理、小川久貴子、正岡　経子、五十嵐稔子
　　　　　太田　尚子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、谷口　千絵
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：藤井　宏子、井上　理絵（ 2名/ 2 名）
陪　　席：村上　明美（助産師教育研究センター長）

議事内容
Ⅰ．会長挨拶
Ⅱ．審議事項
1）庶務・総務
①2024年度第 8回理事会議事録（案）
②2024年度第 6回全助協臨時理事会（メール審議）議事録
③正会員退会承認
④R 7 - 8 役員選挙結果報告、理事会推薦
⑤役員選挙管理規程の一部改正（案）
⑥2025年度第16回全助協定時社員総会の準備スケジュール
2）教育検討委員会
①日本母性衛生学会第66回学術集会交流セッション抄録（案）
3）組織強化委員会
①助産師教員キャリアラダーレベルⅢ認定制度規程（案）
②助産師教員キャリアラダーレベルⅢ認定制度細則（案）

Ⅲ．報告事項
1）将来構想委員会
①�「コロナ禍後の助産学実習（分べんの取り扱い）と実習到達
度を担保するための取り組みに関する実態調査」進捗報告
②�分娩期のシミュレーション教育プログラム助産雑誌への掲載報告
2）助産師教育研修研究センター委員会（小川理事）
①助産師教育研修研究センター進捗報告
3）教育検討委員会
①�助産師教育修了・卒業時の到達度自己評価に関する実態調査
（進捗報告）
②�助産師教育開始時における助産学生の看護技術到達・実施状
況に関する実態調査（進捗報告）

4）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献委員会報告
5）資格・専門能力委員会
①資格・専門能力委員会報告
6）助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）
①助産学共用試験実装推進委員会（アドホックプロジェクト）報告
7）助産師教育研修研究センター委員会
①教育研修研究センター進捗状況の報告

編 集 後 記
今年度、広報・社会貢献委員会は新理事を迎え、 8名

の新委員でスタートいたしました。ニュースレター97号
は昨年度までの旧委員から企画、準備を引き継ぎ、多く
の先生方のご協力のもと発刊することが出来ました。心
より感謝申し上げます。
さて、近年の助産学実習においては、分娩件数の減少

やハイリスク妊産婦の増加に伴い、10例の分娩介助が困
難な状況へと変化してきております。このような状況の
中、教員と実習施設指導者は、助産師教育の質レベルを
維持・向上し続けることが出来るよう一丸となり、学生
指導にご尽力をいただいていることと存じます。今回
のNEWS LETTERは、これらの課題をどのように乗り
越えていけばいいのか総会の中で意見交換された内容に
加え、また現在、進められている助産学共用試験実施
概要としてCBT及びOSCEの進捗状況についてもご報
告させていただいております。今後とも、このNEWS 
LETTERを通じて皆様のさらなる助産師教育の発展が
できますよう期待しております。

井上　明子（愛媛県立医療技術大学）
木戸久美子（香川県立保健医療大学）
望月千夏子（湘南医療大学）
森　　聖美（中林病院助産師学院）
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